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1　目　的
　令和 2 年度から全面実施されている小学校学習
指導要領（平成 29 年告示）（文部科学省，2017）
では，「何を学ぶか」の枠組みの改善，即ち教科
等を学ぶ意義と，教科等間 ･ 学校段階間の「つな
がり」を踏まえた教育課程の編成を行い，学校教
育の改善 ･ 充実の好循環を生み出す具体的な「カ
リキュラム ･ マネジメント」の実現が求められて
いる。
　「カリキュラム・マネジメント」と言うと，「学
年段階に応じて学ぶ教科の順番を決めること」な
どのようなイメージがある。しかし，例えば，

「学びのカリキュラム・マネジメント」という研
究では，国語科の説明文のまとめ方や文章の書き
方をお手本にして，つまり国語科の学習スキルを
他の教科で生かすことで他の教科のまとめを行い

得る有用性が紹介されている（坂内他，2016）。
即ち「カリキュラム・マネジメント」の効果と
は，「教科の間での良い影響の及ぼしあい」と捉
えることができる。
　このように，単元の仕上げに児童が行う学び
の内容をまとめる方法については，「学びのカリ
キュラム・マネジメント」研究のように普遍性を
持つ有効な手立てが既に紹介されている。その一
方で，教師が恐らく悩む部分であろう授業の導入
部で，「なぜこの単元を学ぶのか？」という疑問
を解決し，児童の興味・関心を引き起こす事の重
要性に気が付いている研究もある（例えば，増
田，2011；佐々，2013）が，カリキュラム・マネ
ジメントの視点から授業の導入部に役立つ普遍的
な学習スキルに関した研究は見当たらないのが現
状である。

要　　約
　小学校の新学習指導要領では，教科等を学ぶ意義と教科等間 ･ 学校段階間のつながりを踏まえた教育課程
の編成による学校教育の改善 ･ 充実の好循環を生み出すカリキュラム ･ マネジメントの実現が目指されてい
る。本研究では理科に着目し，理科と他教科との多角的 ･ 多面的なつながりを，理科教材という具体物を中
心にして，データベース構築を視野に，電子辞書のデジタル辞書・辞典等から掘り出すこととした。この教
科間の「つながり」を地図のように「見える化」すると，理科と他教科等との「つながり」から教師・児童
とも理科を学ぶ意義を見出しやすくなるとともに，理科授業の導入部の工夫も比較的容易になるものと考え
られる。その結果，新学習指導要領が目指す，学校が幅広く共有し活用できるカリキュラム・マネジメント
の実現に資するのではとの仮説を立てるとともに，「見える化」した理科の教材と他教科等とのつながりの
地図の有効性をアンケート調査で検証した。
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　そこで本研究では，理科の視点から，理科と他
の教科等との「つながり」を具体的に示す学習ス
キルがあれば，理科の授業の導入部を，教師が児
童の興味・関心を引き出すことができるものへと
工夫することができるのではとの仮説を立てた。
そこで視認できる具体的な「モノ」としての理科
教材に着目し，他教科との多角的 ･ 多面的な「つ
ながり」を掘り出すことを考えた。このような教
科間の「つながり」を地図のように「見える化」
することで，理科と他教科等との「つながり」が
教師に理解され，児童が理科を学ぶ意義を見出せ
る授業を教師が構成しやすくなり，新学習指導要
領が目指す，学校が幅広く共有し活用できるカリ
キュラム ･ マネジメントの実現に資すると考え
た。小学校理科と他教科等間の「つながり」は，
都市が道路でつながった地図のような視覚的な表
現を行う「カリキュラム ･ マネジメント地図（以
降，「カリマネ地図」と略す）」として「見える
化」の実現を目指す。その成果は，理科と他教科
等との意外な関連を通じて，児童が教科等を学ぶ
意義を見出すとともに，教科等間 ･ 学校段階間の
つながりを踏まえた教育課程編成や各教科等の指
導計画の作成と実施，学習 ･ 指導の改善 ･ 充実に
資するものと考えられる。
　まずは，小学校理科の生物教材を例としてピッ
クアップし，地図の中央に置く。そして他の 8 教
科の教科書も参照しながら「つながり」をもつ教
材や内容との関連を示していく。

2　方　法
　「カリマネ地図」の作成に際しては，参考文献
が多岐に渡る場合には，教師が自ら「カリマネ地
図」を作成しようとする意欲を欠く可能性がある
ことから，電子辞書 1 つを用いて例示すること
にした。本研究で用いたのは，CASIO EX-word 
DATAPLUS10（CASIO 社）で，比較的，理化
学分野に強い電子辞書である。例えば，「いんげ
んまめ」を検索すると，デジタル大辞泉，明鏡
国語辞典，日本大百科全書（ニッポニカ），ブリ
タニカ国際大百科事典，百科事典マイペディア，
ジーニアス英和大辞典，ジーニアス和英辞典，
200 万語専門用語 英和・和英大辞典，NHK 日本
語発音アクセント辞典，角川類語新辞典，旺文社
生物辞典，数え方の辞典，などの解説を参照でき
る。これらの解説を基に作成したのが図 1 と図 2
である。インターネット検索を採用しなかったの
は，インターネット検索では，個人的ホームペー
ジや，根拠に疑問が残る解説もある Wikipedia，

広告を見せたいだけで内容が乏しいサイト等も
ヒットしてくる。これらは，学習内容の根拠とし
ての脆弱さは免れず，教材として用いるには難が
あると判断した。

3　結果と考察
　まず，小学校 5 年生の「植物の発芽」では「イ
ンゲンマメ（豆・種）」が教科書で採り上げられ
ている（たのしい理科 5 年，2020）。この理科教
材「インゲンマメ（豆・種）」の「カリマネ地図」
は図 1 のように示した。
　インゲンマメは，形から英語では kidney（じ
ん臓）（外国語），玉入れの中身は「豆」（体育），
マラカスの中身も「豆」（音楽），中国の「隠元

（いんげん）」和尚が日本に伝えた（社会科），イ
ンゲンマメは貴重な食糧（家庭科），フエキのり
の原料は種（たね）のでんぷん（図画工作）で，
不易糊の「フエキ」は「不易流行」，つまり，「変
わらないものと変わってしまうもの」から（国
語），豆の数え方「一本」や「一袋」（算数），の
ような「つながり」が見出せた。そこで，図 1 の
ようにまずインゲンマメを中央に置いて，見出し
たつながりを配置していった。また，小学校 4 年
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図 1　�インゲン（豆・種）と他教科間とのつなが
りを「見える化」したカリマネ地図案
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生の理科教材「ツルレイシ（ゴーヤ，ニガウリ）」
（たのしい理科 4 年，2020）でも同様にしてカリ
マネ地図を作成した（図 2）。
　これらは理科を中心として小学校の他の 8 教科
全てとの「つながり」を見出すようにしたもので
ある。しかし，他の 8 教科全てとの「つながり」
は見出せなくても，理科と他の単独や少数の教科
との間でなら，容易に，また深く「つながり」を
見出すことも可能である。
　例えば，エネルギー（物理）分野では，小学校
6 年生理科で学ぶ「てこ」を本研究で取り上げて
みた（図 3）（たのしい理科 6 年，2020）。「てこ」
は漢字一字では「梃」と書く。これは，「木」と

「廷」に分かれることから各々の意味を探ると，
「てこ（梃）」は，「木」の棒を使って「法廷，朝
廷」のように「（法に基づいて，政治的な）問題
を解決」できる，昔々の最先端技術であったと推
察できる。このような国語との「つながり」を生
かした導入の工夫から，てこの学習に児童が興味
を持つことができるようになるのではと考えられ
る。
　また，小学校 6 年生の「葉のでんぷんを調べ

る」実験では，葉をアルコールで脱色してからヨ
ウ素液をかけて葉が「青むらさき色」になるこ
とで葉のでんぷんを見出す（たのしい理科 6 年，
2020）しかし，葉の緑が残っていると，ヨウ素で
んぷん反応の青紫色と緑色が重なってしまい，茶
かっ色になってしまう。しかしこれも，小学校 5
年生の図画工作で学ぶ「色をかさねて」の考え方
に加えて算数の考え方を使って，

「茶かっ色」－「みどり色」＝「青むらさき色」
の考え方の導入で解決が可能である（図 4）。もっ
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図 2　�ツルレイシと他教科間とのつながりを「見
える化」したカリマネ地図案

図 3　�理科ではひらがなで書かれた「てこ」を漢
字で表現すると「見える化」できる例

図 4　�図画工作「色をかさねて」と算数「引き算」
の考え方を取り入れて理科の問題を「見え
る化」解決できる例
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とも，デンプンはその由来が異なるとヨウ素デン
プン反応での呈色が必ずしも「青むらさき色」に
なるとは限らない（西野，2019）ので注意は必要
である。
　本研究成果は，第 104 回日本生物教育学会全国
大会（北海道教育大学旭川校，令和 2 年 1 月 11
日 12 日）でポスター発表を行い，本研究への評
価を，参会者を対象にして頂くこととした（図
5，A）。本研究発表に立ち寄って頂いた学会参加
者への説明の後に，「本研究の取組は，新しい学
習指導要領の目標実現に寄与すると思われます

か？」という問いに対して，5 段階評価のいずれ
かにシールを貼ってもらう方式で行った（図 5，
B）。
　その結果，全部で 5 票のうち，「思う」3 票

（60％），「少し思う」2 票（40％）であった。こ
のことから，本研究での取組にある程度の理解と
評価が得られたと考えられた。

4　まとめ
　本研究は題目にもあるように，パイロット，即
ち，未開拓分野の「先駆け」としての，海底トン
ネルを掘る前の調査トンネル「先進導坑」のよう
な研究として位置付けて実施している。即ち，理
科における「カリマネ地図」の作成と提案が，他
の教科科目への影響をもって，他の教科科目にお
ける専門の先生方による「カリマネ地図」が作
成・提案されることを期待しているものであり，
そのことによってカリキュラム・マネジメントの
理想が学校教育で具体化していくことを期待した
研究である。他教科科目を専門とする諸先生によ
る他教科科目の「カリマネ地図」が盛んに提案さ
れ，さらに「カリマネ地図」のネットワークが広
がることが期待される。そのようなネットワーク
の効果として，近年増えている若い世代の教師が
授業を構成する際の導入の工夫に活用されるもの
になることをも願うものである。
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図 5　本研究成果への評価（アンケート調査）
A：ポスター発表で，本研究成果への評価を得る
ためのアンケート調査を行った。赤枠内がアン
ケート調査（途中経過）。B：最終的なアンケー
ト結果。各評価段階の最初のシールは例示で貼っ
てあるので，省いて集計する。
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・	 有馬朗人　他 58 名（2020）：たのしい理科 4
年，大日本図書

・	 有馬朗人　他 58 名（2020）：たのしい理科 5
年，大日本図書

・	 有馬朗人　他 58 名（2020）：たのしい理科 6
年，大日本図書

附　記
　本研究成果は，平成 31 年度福岡教育大学科学
研究費獲得支援プロジェクトによる助成の交付を
受けて行えた成果である。

　本研究では，「国語科」，「算数科」，…というよ
うに，教科名に「科」を付けなかった。理由は，

「理科」の場合の「科」は「（穀物等を）定量す
る」という意味があり，「国語科」，「算数科」，…
の「科」とは意味が異なる為である。そのため
に「国語科」・「算数科」のような「科」の意味で

「科」を付けると，「理科科」となり，この表現
には違和感を感じ取られてしまう事が懸念され，

「理科科」ではなく「理科」と表現した為，「国語
科」，「算数科」，…も「国語」，「算数」，…と表現
した。
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